
認 定 書

国土交通大臣

国 住 指 第 2166号

平成 14年 5月 17日

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条の26第 1項 (同
法第 88条第 1項において準用する場合を含む6)の規定に基づき、同法第2条
第九号及び同法施行令第 108条の 2(不燃材料)の規定に適合するものである
ことを認める。

1.認定番号

NM-8610

2,認定をした構造方法又は建築材料の名称

化粧グラスウール保温板

3,認定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通り



(層 U添 )

防火材料説明図

1.認 定 番 号      NM´ 写610
2.認 定 年 月 日      詔掘 午坪■日 |ワロ
3.品  目 名          ィヒxF/71ラス■ |レイ呆)品本F7

イ手 .申 請 者        旭ファイバーグラス株式会社

翠暢司群部堆噂華製壌撃引生

株式会社 マグ
4-―

パラマウント硝子工業株式会社

54申 請 者 住 所      東京都千代田区神田鍛冶町 3‐ 6‐ 3
東京都中央区日本橋本町 4-8‐ 14

福島市郡山市長者 3‐ 8‐ 1

0中

JV力俸02年部引日4‐

ぁと.主 た る 用 途      建築材料 (壁、天丼、間仕切、床等の保温材、吸音材)
設備材料 (ダクト、設備等の保温材、吸音材)

74.試 験 機 関 名      建裂省建築研究所
r 7総 試験機器箸受話番号   9=丁 ＼猫 主行 謀 義 人

?ヨ4付 帯条件          なし
,ο 器 製品の形状寸法

1)形  状  平  板
2)表面の形状  粗面又は平滑面
3)厚さ及び許容差 (単位 :mm)
不燃第 lo31号「グラスウール保温板」の規定による。

4)大きさ (単位 :mm)
長さ又は幅 許 容 差
300

400

450

500

+lo
-3



5)

6)

ただし、長さ又は幅をそれぞれの整数倍とし、又は

当分の間300mmを 303mm又 は305mmに 、450mmを

458mmと 読みかえてもよい。

整数倍したものの許容差は表による。ただし、一辺の長さが

3.000mm以上のものの許容差は、マイナス側を認めない。

比 重 (呼び厚さによる密度 g/Cn3)
不燃第 1081号 「グラスウール保温板」の規定による。

重 量 基材標準重量 (kg/m2).
不燃第 1031号 「グラスウール保温板」の規定による。

(組成)・ 断面図

表面化粧

(1)化粧材
― 塗料
化粧貼付材

その他

(2)接着斉」

ゴム系                  ・

樹脂系

その他

(3)有機成分

化粧材及び接着剤の有機成分の総量は、各々の片面について loO g/m2(固 )

以下とする。

基 材
不燃第 1031号 「グラスウール保温板」.但し、組成重量比は以下の通りとする。

<基材組成 (重量比)>
無機質ガラス    90%以 上
フェノィル系樹脂  10%以下

表面貼付材 装面盗装材

表面塗装材または表面貼付材

1弓路 構成

1)

2)

グラスウール保温板

グラスウール保温板



iη 寺等 防火処理の概要    なし

1乃 塁 注意事項

当該認定書において、「建築基準法の上部を改正する法律」(平成 10年法律第 100号)
による改正前の建築基準法の規定による建設大臣の認定しようがある場合は、平成 14年 6.
月 1日 以降は「建築基準法の一部を改正する法律」(平成 10年法律第 100号)による改正    i
後の建築基準法の規定による当該認定仕様に係る国土交通大臣の認定仕様を用いるものとす
る。


